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サステナビリティへの取り組み

サステナビリティ基本方針
　当社は、企業理念である「鳥居薬品の志」の恒久的な実現に向け、
経営の基本的考え方である「4Sモデル」※に基づき、各ステークホル
ダーに対する責任をバランス良く果たし、満足の総和を高めていく
不断の努力により、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向
上だけでなく、サステナブルな社会の実現に貢献していきます。 

　当社は、サステナビリティに関する取り組みを推進するため、ス
テークホルダーの方々とのコミュニケーションや連携といった協働
を通して得られた期待やニーズ等を踏まえ、社会の持続性と事業の
持続性の両面からインパクトが大きく優先的に取り組むべき重要課
題（マテリアリティ）を特定し、課題解決に向け適切に対応します。

（注）4SとはCS、IS、SS、ESの総称

CS
（お客様）

IS
（株主）

SS
（社会）

ES
（社員）

※経営の基本的考え方
4Sモデル

　私たちは、高品質の事業活動によって
生み出される資金を循環／拡大すること
を通じて、お客様、株主、社会、社員の
四者に対する責任をバランス良く果たし、
満足の総和を高めていきます。

マテリアリティ

アンメットメディカルニーズを
満たす価値ある新薬の探索と
開発による患者さんへの貢献

質の高い医療情報の
医療関係者への提供による

患者さんへの貢献

製品の品質保証と
安全性確保

サプライチェーン全体での
取り組みによる安定供給

医療現場へ届ける価値を最大化
するための、各専門機能を有す
る多様なパートナーとの共創

環境保全に配慮した
企業活動

TORII's POLICY
（大切にする価値観）を
実践する企業風土の醸成

コンプライアンス

高い専門性を持った
社員の育成と成長機会の提供

コーポレートガバナンス

社員一人ひとりが
いきいきと働ける環境の実現

（お客様） 事業に関わるマテリアリティ

経営基盤に関わるマテリアリティ

サステナビリティ基本方針の策定及びマテリアリティの特定について
　これまで、当社は、経営の基本的考え方である「4Sモデル」に基
づき、お客様、株主、社会、社員という全てのステークホルダーの
方々とのコミュニケーションや連携といった協働を通して得られた
期待やニーズ等に応え、各ステークホルダーに対する責任をバラン
ス良く果たし、満足の総和を高めていく不断の努力が、当社の持続
的な成長と中長期的な企業価値の向上だけでなく、持続可能な社会
の実現に貢献することになると認識し、環境問題、人権問題、労働
環境、女性の活躍促進を含む社内の多様性の確保などのサステナビ
リティを巡る課題に取り組んでまいりました。

　この度、ステークホルダー信頼維持の観点、また、当社の持続的
な成長と中長期的な企業価値向上の実現のため、サステナビリティ
の基本方針を策定するとともに、当社が取り組むべき重要課題（マ
テリアリティ）を特定いたしました。
　今後、当社は、「4Sモデル」に基づくサステナビリティへの取り組
みを引き続き実践するとともに、サステナビリティ基本方針、重要
課題（マテリアリティ）に基づく取り組みを充実させてまいります。
　なお、取り組みの詳細等については、当社ウェブサイト等で情報
開示を行っていく予定です。
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